
令和７年度 地域福祉推進にあたってのテーマ型意見交換会の開催について 

≪包括的相談支援編≫ 

 

 

1 目的・狙い 

区の重層的支援の包括的相談支援に関わる関係機関が集まり、大田区地域福祉計画

の基本目標のひとつである「安心して生活できる地域を支えます」の構築に向け、課題

整理やアイデア出し等が行える場として開催する。 

 

２ 令和７年度テーマ  

『支援拒否する方への支援のあり方』 

複合的な課題を抱える方の中には、支援の手を差し伸べても、「大丈夫」、「必要ない」

と支援を拒むことがよくあり、支援者側は必要だと思っても、困りごとの切り口からは、

サービスにつながらないということがよくあります。 

本当に支援を拒否しているのか、それとも本人の本当の意思は何なのか、課題の重度

化を防ぐためにも、支援拒否などでうまく支援につながらない方への糸口を探る意見交

換・アイデア出しを行います。 

 

３ 予定参加者 20名程度（４グループ） 

地域包括支援センター、ＪＯＢＯＴＡ、ＳＡＰＯＴＡ、障がい者総合サポートセンター、 

大田区社会福祉協議会、フラットおおた、プシケおおた、大田区介護支援専門員連絡会、 

子ども家庭支援センター 

 

４ ゲストティーチャー 

     支援拒否をする方の傾向などに詳しい方をお招きして、ミニ講座を実施 

      

５ 意見交換イメージ 

  グループワーク方式（またはワールドカフェ方式）で意見交換を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（案） 

・ 支援拒否の事例の共有 

・ 傾向の共通点 

・ 介入の成功例など 

・ どのような対応を必要か 

・ どんなことが足りないか 

◆ 支援拒否をする方へのアプローチ
方法のアイデア 

◆ どんな支援・社会資源が必要か 

アイデア出し 
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